
役場前には、たこ焼きやかき氷などの出店が並び賑
わっていました。
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南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
立
野
地
域
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
防
災
の
日
で
あ
る
平
成
30
年
９
月
１
日
に
、
大
津
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
立
野
地
域
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催

さ
れ
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
全
国
治
水
砂
防
協
会
の
渡
正
昭
理
事
に
よ
る

「
土
砂
災
害
の
特
徴
と
砂
防
」で
は
、
近
年
の
土
砂
災
害
の

状
況
や
砂
防
工
事
の
種
別
・
機
能
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

第
２
部
の
熊
本
県
の
有
浦
隆
危
機
管
理
防
災
企
画
監
に
よ

る「
防
災
と
は
？
個

人
や
地
域
と
し
て

準
備
す
べ
き
事
項

は
？
」で
は
、
こ
れ

ま
で
の
豪
雨
災
害

で
早
め
の
自
主
避

難
に
よ
り
被
害
を

免
れ
た
事
例
や
、

熊
本
県
内
で
は
夜

間
に
雨
量
が
増
え

る
傾
向
が
あ
る
こ

と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
積
極
的
な
予
防
的
避
難
が
大
切
で
あ

る
こ
と
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
部
で
は
、
事
例
報
告
と
し
て
西
原
村
震
災

復
興
推
進
課
の
佐
々
木
康
彦
復
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
、

中
越
地
震
で
被
害
を
受
け
た
旧
山
古
志
村
で
の
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
や
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、住
民
の「
復
興
感
」

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

■
南
阿
蘇
村
に
映
画
が
や
っ
て
き
ま
し
た

　
平
成
30
年
８
月
25
日
及
び
26
日
に
南
阿
蘇
村
役
場
の
会

議
室
で
、
映
画「
怪
盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン
大
脱
走
」「
ペ
コ

ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
南
阿
蘇
村
に
笑
顔
と
元
気
を

届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
生
協
連
・
笑
顔
と
ど

け
隊
、
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
、
熊
本
県
生
活
協
同
組

合
連
合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
映
画

上
映
と
併
せ
て
役

場
前
で
出
店
も
行

わ
れ
、
２
日
間
合

計
で
小
中
学
生
か

ら
大
人
ま
で
約
２

０
０
名
が
参
加
し
、

夏
休
み
最
後
の
週

末
を
満
喫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

■
仮
設
住
宅
入
居
者
交
流
活
動
等
の
費
用
を

助
成

　
仮
設
団
地
や
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者
ど
う
し
が
自

治
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
際
の
経
費
に
つ
い
て
助
成

を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯
数
や
上
限
額
な
ど
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
対
象
経
費
】

•
勉
強
会
講
師
の
旅
費
や
謝
金

•
イ
ベ
ン
ト
に
使
う
資
機
材
の
レ
ン
タ
ル
費
用

•
お
茶
会
や
サ
ロ
ン
活
動
の
茶
菓
子
購
入
費
　
な
ど

【
対
象
外
経
費
】

•
世
話
役
の
人
件
費
、
酒
や
た
ば
こ
の
嗜
好
品
　
な
ど

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

熊本地震への『熊本復興事務所』の取り組み

　第7回阿蘇大橋地区復旧技術検討会（H30.9.5)において、斜面上部の傾斜が特に急な区域の対策完了と斜面
中腹の有人作業環境が整ったことが確認されました。9月6日より崩壊土砂の撤去に向けた作業を進めています。

至 大分⇒

⇒

至 熊本

（お問い合わせ先）

〒869-1404 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽3574（旧南阿蘇村長陽庁舎）
TEL：0967‒67-2017（代表）　FAX：0967‒67-2083（総務課）
ホームページ　https://www.qsr.mlit.go.jp/kumamoto_r

国土交通省 九州地方整備局 熊本復興事務所

阿蘇大橋地区 大規模崩壊斜面中腹の立入り禁止を解除し
工事の更なるスピードアップを図ります！

＜斜面で行われている工事のご紹介＞阿蘇大橋地区復旧技術検討会

植生マット工 ネット工

崩壊土砂の撤去に向けた作業
（作業用道路の造成） アンカー工 鉄筋挿入工

9月11日撮影

緩んでいる土塊を
アンカーで縫付け、
すべりを防ぎます。

鉄筋挿入すること
により表層の崩壊
を抑えます。

鋼製土留工3号侵食・風化を防ぎ植
生回復を促すマッ
トを張ります。

落石等を防ぐ金属
製のネットを張り
ます。

凸地形部：
緩み土塊の除去、アンカー
工等の対策が完了しました。

ガリー浸食部：
ネット工、排水工等の対策
が完了しました。

斜面上部（傾斜が特に急な区域）：
ネット工、鉄筋挿入工等の対策が完
了しました。

立入り禁止を解除した区域：
崩壊土砂の撤去に向けた作業を進
めています。

上限額世帯数要件対象

100,000円

150,000円

200,000円

50,000円

75,000円

100,000円

25,000円

50,000円

5 ～ 50世帯

51 ～ 100世帯

101世帯以上

5 ～ 50世帯

51 ～ 100世帯

101世帯以上

5 ～ 9世帯

10世帯以上

①仮設団地の入居
世帯で構成され
た自治会

②仮設団地・みなし
仮設の入居世帯
が参加する既存
の自治会

③みなし仮設の入居
世 帯 に 対 し 住 民
リーダーなどが呼
びかけて集まった
任意グループ

旧山古志村の復興事例について話す佐々木康彦さん
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